
奥
本
貴
祥
　
洒
落
た
字
形
が
小
気
味
よ
い
作
。「
色
」
一
考
。

井
上
桃
華
　
余
白
を
自
由
に
使
い
、
終

句
一
字
の
墨
つ
ぎ
が
効
果
的
。

國
村
敬
香
　
線
が
鋭
く
流
暢
。

竹
内
穂
波
　
行
の
流
れ
に
工
夫
有
り
。

坂
下
邦
春
　
一
筆
で
俳
句
を
一
気
に
。
温
雅
で
構
え
大
き
い
。

田
中
資
子
　
二
群
の
上
部
に
比
べ
下
部
が
騒
が
し
い
か
。

永
島
華
久
　
高
野
切
一
種
か
ら
飛
び
出
た
よ
う
な
字
形
。

折
田
益
美
　
一
字
ず
つ
の
文
字
の
組
み
立
て
に
工
夫
有
り
。

木
村
翠
孝
　
変
体
仮
名
の
使
い
方
が
上
手
。
墨
色
再
考
。

丹
羽
紫
香
　
水
の
流
れ
る
如
く
無
理
の
な
い
用
字
。

上
田
紫
峰
　
条
幅
紙
面
を
大
胆
に
使
い
伸
び
や
か
に
布
字
さ
れ
た
。

小
塩
美
映
　
古
筆
の
香
り
の
す
る
清
楚
な
作
。

中
居
大
輔
　「
こ
か
」
の
部
分
の
み
目
だ
る
い
が
、
線
は
手
慣
れ
て
い
て
佳
。

萬
谷
裕
子
　
自
由
自
在
の
流
れ
佳
。
文
字
を
正
確
に
。

田
中
夕
美
子
　
素
直
な
作
。
今
後
行
の
揺
れ
も
考
え
て
み
よ
う
。

西
嶋
青
暎
　
流
暢
だ
が
直
線
の
と
こ
ろ

も
欲
し
い
。

近
松
志
津
子
　
清
廉
潔
白
の
線
質
魅
力

有
。


